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圧痛もみられなかった (図 1、 2)。 また、開口
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れていない(表 2)。
表1 初診時臨床検査成績 病理組織所見 :リンパ櫨胞の増生と、リ
RBC 458x10 4/μl TP 8.6 g /dl ンパ櫨胞の周囲に、多数の好酸球と新生毛
Hgb 14.5 g /dl TCho 159mg/ dl 細血管が認められた。(図8)。
Hc 41. 5% TBil 0.9mg/dl 
病理組織診断名 :好酸球性リンパ節炎
(軟部好酸球肉芽腫〉。
WBC 6010/μl GOT 48 IU 
Eosino 7.5% GPT 41 IU 考 察
Baso 1. 5% ALP 7.1 IU 
Seg 46.0% r -GTP 24 IU 軟部好酸球肉芽腫は、1909年片山2)が「ミ
Lymph 36.3% LDH 371 IU 
クリッツ氏病の 1例」 として発表し、これ
が本邦で最初の報告とされている。その後、
Mono 8.7% BUN 17mg/dl 1948年木村ら 3)は耳下腺、頚部、下顎部に




下腺前方部に、 境界明瞭な陰影を認めた (図 3)。
エコーグラムでは、腫癌は境界明瞭でほぼ球形を
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図4 腫留部エコーグラム
図8 病理組織像


























































凹園地方会(平成 5年 4月17日、 倉敷市)におい
て発表した。
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